
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和 3 年度が始まりました

が、話題の中心はやはりコロナになってしまいま

す。宮城県では 3 月中旬から仙台を中心に患者

が増え、徐々に地方に拡がっていきました。一時

は入院ベッドも無くなりかけ、重症になっても治

療出来ないのではと思われた時期もありました。

現在は少し余裕が出てきましたが、大阪のように

N501Y 変異種が増えれば、あっという間にベッ

ドが埋まる事も考えられます。そうなれば施設内

や病院内でクラスターが発生しても、そこで陽性

者の管理を行わざるを得ない状況になります。ま

た職員の方が感染してしまうと、それもかなわな

くなってしまうので職員の方にはぜひ日頃の感

染防御をお願いしたいと思います。ワクチンに関

しても医療従事者は終了しますが、施設職員や介

護に携わる方にも早く打っていただきたい思い

です。市内で感染者が急増した場合に陽性者のア

セスメントと受け入れ、救急対応（発熱患者とワ

クチン副反応）や紹介などに関して当院でも出来

るだけのことはやりますが、一般の発熱患者の診

察および軽度の副反応への対応に関しては連携

医療機関でお願い出来ればと思っています。 

6 月から医科薬科大学の 6 年生が実習で 6 週

間やってきます。当院で 3 週間実習した後、療

養医療機関、在宅医療、診療所、保健所をまわっ

てもらう計画です。ありのままの栗原の医療・介

護・福祉を体験して頂きたいと考えています。将

来医師として栗原にやってくるかもしれない学

生達ですので、ぜひ皆様のご協力をお願いしたい

と思います。 

3 密が禁止されている状況でいわゆる「顔がみ

える関係」を維持していくのは大変なことですが、

十分な情報交換と素早い対応でこの難局を乗り

切っていきましょう。 
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病院の理念  

     わたしたちは、患者さまを第一に考え、いのちを大切にする最善の医療を行い、地域に貢献します 

 

基本方針  
わたしたちは、患者さまのことを考え、いのちを大切にします 

１．市民から信頼される、安全な医療を行います 

２．良質な医療を行うために、つねに新しい知識と技術を身につけるように努めます 

３．地域のニーズに合った医療を提供することで、地域に貢献できる病院をめざします 

４．地域の医療の中心として、ほかの医療機関との連携に努めます 

病院長 中鉢 誠司 

新年度のご挨拶 
写真 



 

  

 

  三田 貴士（みた たかし） 

この度、栗原中央病院で勤務することとなりました。出身は岩手県盛岡市で、前任地は

東北医科薬科大学病院です。専門は糖尿病です。栗原市に住むのは初めてで分からない

ことだらけですので、色々と教えて頂けると嬉しいです。よろしくお願い致します。 

 半田 智之（はんだ ともゆき） 

今年度より東北大学消化器内科から赴任しました。専門は消化器内科、特に下部消化管

で炎症性腸疾患の治療や早期大腸がんの内視鏡治療などに従事してきました。出身は隣

の登米市であり、地域の医療に貢献できるよう努力して参りますので、よろしくお願い

致します。 

 

本郷 星仁（ほんごう せいじ） 

ご迷惑ばかりおかけすること思いますが、よろしくお願い致します。 

 
古河 宏暁（ふるかわ ひろあき） 

誠心誠意頑張ります。よろしくお願い致します。 

 大野 創一朗（おおの そういちろう） 

研修医に引き続き、栗原中央病院で働くことになりました。丁寧で分かりやすく、安心

できる医療を提供できるように日々努力していきたいと思いますのでどうぞよろしくお

願い致します。 

 
大友 莉那（おおとも りな） 

本年度より内科専攻医として赴任致しました。栗原の医療に貢献できるよう努めて参り

ます。どうぞよろしくお願い致します。 

 
田中 絹子（たなか きぬこ） 

初期研修に引き続きお世話になります。お役に立てるよう努めて参ります。よろしくお

願い致します。 

  

堀江 悠太（ほりえ ゆうた） 

栗原市近郊の皆様の健康に貢献できるよう尽力致します。よろしくお願い致します。 

  
木村 礼（きむら れい） 

精一杯頑張りますので、どうぞよろしくお願い致します 

  三浦 拓人（みうら たくと） 

今年度、宮城県立こども病院より赴任して参りました。現在までに培ってきた小児科医

としての知識・技術を活かし栗原中央病院での小児科診療の幅を少しでも広げられる手

助けができるよう尽力して参ります。これからよろしくお願い致します。 

Kurihara Central Hospital 

令和 3 年 4月 1 日付けで採用となりました先生方です。 

どうぞよろしくお願い致します。 
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【学会・研修会・論文発表】 

 

  

 

 

内科医員 熊谷 智    内科医員 齋藤 孝晴    内科医員 滝井 孝英    

外科医長 岩根 尊    整形外科医長 白井 雄      

整形外科医員 作山 春佳    皮膚科副医長 中嶋 夏磯 
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栗原市立栗原中央病院 

人事異動  令和 3 年 3 月 31 日付け退職 

 

☆ 結核 VOL.95 No.5，2020 
地域医療の再編統合に伴う患者移送と結核医療の継続 
寺嶋 勉、平潟 洋一、宇佐美 修、千葉 一枝 （栗原中央病院）  
 

☆ Radiological Physics and Technology (2020) 13:358–364 
https://doi.org/10.1007/s12194-020-00593-0 
Single‑plate method for practical modulation transfer function 
measurement in magnetic resonance imaging 
Rei Yoshida1,2 ・ Yoshio Machida1 
Received: 15 January 2020 / Revised: 24 October 2020 / Accepted: 25 October 2020 / 
Published online: 5 November 2020 
©Japanese Society of Radiological Technology and Japan Society of Medical Physics 2020 

 
☆ 第 56 回日本移植学会 2020 年 11 月 1 日～30 日 WEB 開催 

腎移植後高 LDL 血症に対する PCSK9 阻害薬の使用経験 中村篤司（JCHO 仙台病院/外科） 
 
☆ 第 45 回日本足の外科学会学術集会 2020 年 11 月 26 日（木）～ 12 月 13 日（日）WEB 開催 

2-5-33 投球障害を有する野球選手の deep squat test と体幹・下肢機能の関係 
The relationship between deep squat test and trunk/lower limb function among baseball 
players with throwing injury 
畠 英里 他栗原中央病院 リハビリテーション科 
Eri Hata et al. Dept. of Rehabilitation., Kurihara Central Hospital, Kurihara, Japan 

 
☆ 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 －オンライン学術集会－ 

2020 年 11 月 4 日（水）9:30～30 日（月）18:00 
O49-2 投球障害を有する野球選手の deep squat test と体幹・下肢機能の関係 
1 栗原中央病院リハビリテーション科 2 東北大学整形外科  
○畠 英里 1、永元英明 2、木村 礼 2 

 
☆ 肩関節 2020.第 44 巻第 2 号：476-478 ※原稿受付 2019.12.9 

投球側鏡視下 Bankart 修復術後の高校野球選手に対する zero position 外旋最終域筋力に着目した介入経験 
西條 寛大¹、永元 英明².荒井 豊¹、阿部 允哉¹.才川 竜弥¹.黒川 大介³ 
¹栗原市立栗原中央病院 リハビリテーション科 
²栗原市立栗原中央病院 整形外科 
³地域医療機能推進機構仙台病院 整形外科 

 
☆ 第 77 回日本放射線技術学会総会学術大会（WEB） 2021.4.15～18 

推奨される頭部臨床画像の SNR の提案 DWI  栗原市立栗原中央病院 吉田 礼 
 

☆ 日本臨床スポーツ医学会誌 VOL.29№2,2021 
靴の観点からみた下腿・足部スポーツ障害を有する選手の障害側と非障害側の足サイズ差 
畠 英里¹、永元英明²、阿部允哉³ 
1栗原市立栗原中央病院リハビリテーション科 
2栗原市立栗原中央病院整形外科 
3東北大学病院リハビリテーション科 

 
☆ 第 29 回星陵循環器懇話会 2021.5.15 WEB 

うっ血性心不全を発症した LMT 病変の亜急性心筋梗塞に対し、待機的 PCI 施行した胆冠動脈症の１例 
栗原中央病院 循環器内科 阿部翔太郎、矢作浩一、深澤恭之朗、尾形 剛、平本哲也 

 

大変お世話になりました 



 
◎ 救急医療状況( )内及び時間内患者数は救急車搬入数（単位：人） 

区 分 
外  来 入  院 

時間外計 
時間内
計 

救急車 
搬入計 

時間外 時間内 時間外 時間内 

10 月 259 (68) 39 81 (45) 27 340 (113) 66 179  

11 月 262 (76) 16 86 (51) 33 348 (127) 49 176  

12 月 255 (70) 24 89 (51) 46 344 (121) 70 191  

1 月 245 (67) 27 92 (52) 30 337 (119) 57 176  

2 月 229 (59) 23 90 (56) 31 319 (115) 54 169  

3 月 232 (52) 29 71 (36) 48 303 (88) 77 165  

年度計 3196 (759) 272 1020 (566) 420 4216 (1325) 692 2017  

◎ 内視鏡検査等状況（単位：人） 

区 分 

上部消化管 下部消化管 

ERCP 
関連 合計 診断的 

内視鏡 止血術 
粘膜切除 
粘膜下層 
剥離術 

胃廔造設術 
食道拡張術 
異物除去他 

診断的 
内視鏡 

治療内視鏡 
ポリペクトミー 

他 

10 月 249 17 3 3 162 19 15 468 

11 月 239 20 3 1 157 17 22 459 

12 月 198 9 3 6 128 15 16 375 

1 月 164 9 4 6 73 25 6 287 

2 月 181 11 6 2 44 33 9 286 

3 月 209 6 3 2 69 48 21 358 

年度計 2432 135 34 36 972 257 166 4032 

◎ 手術実施状況（単位：人） 

区 分 
全身麻酔 腰椎麻酔 局所麻酔 

合計 
外 泌 皮 整 計 外 泌 皮 整 計 外 泌 眼 皮 内 整 計 

10 月 15     23 38       9 9 4   15     5 24 71 

11 月 14     22 36       5 5 1   16       17 58 

12 月 16     22 38       11 11     16     5 21 70 

1 月 14     24 38 1     8 9 2   13     7 22 69 

2 月 10     21 31       7 7 1   12     11 24 62 

3 月 19     17 36 1     12 13 1   16     6 23 72 

年度計 151 0 0 219 370 2 0 0 107 109 12 0 171 0 0 55 238 717 

◎ 心臓カテーテル等実施状況（単位：人） 

区 分 
心臓カテーテル検査 

冠動脈カテーテル手術 
（心臓カテ再掲） 

ペース
メーカ

移植術 

ペース
メーカ

交換術 

下肢動脈 
カテーテル 

手術 

補助循環
装置 

(IABP, 
PCPS) 

アブレー 
ション 合計 

予定 緊急 計 予定 緊急 計 

10 月 36 7 43 10 7 17 1 7 1 2 5 57 

11 月 34 6 40 8 4 12 5 1 3 2 4 53 

12 月 29 8 37 13 8 21 3 2 4 5 4 50 

1 月 12 10 22 1 10 11 1 0 1 4 4 28 

2 月 20 3 23 8 3 11 3 0 2 2 4 32 

3 月 26 6 32 7 7 14 4 1 3 2 4 44 

年度計 27

9 

77 356 72 67 139 47 23 20 23 48 494 

 
 
 
 
 
 

 

栗原市立栗原中央病院 

〒987-2205 宮城県栗原市築館宮野中央三丁目１番地  

（代表）TEL：0228-21-5330 FAX：0228-21-5350 

地域医療連携室 

（直通）TEL：0228-21-5335 FAX：0228-21-5336 

http://www.kurihara-central-hp.jp/ 

編集後記 
新年度が始まりました。新たなスタートに期待と不安が入り混

じっている今日この頃です。我が連携室も新体制のもと始動して

おりますので次号にて紹介させて頂きます！ 

コロナ感染の終息の目途がたっておりませんが、「コロナに負け

ねべ！栗原市！！」を合言葉に、これまで以上に地域の医療機関

との連携を図って参りたいと思います。 

診療状況報告（下半期） 
 


